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［講演の概要］ 
 最近、ドストエフスキーの『カラマーゾフの兄弟』の新訳が好評で売れ行きもよく、

一種の社会現象にまでなっている。その他にも、もちろん、世界文学の古典からハリ

ー･ポッターのような最新のベストセラーにいたるまで、翻訳書は数え切れないほど出

版されていて、日本人の読書生活の非常に大きな部分を占めている。2004 年の統計に

よれば、出版総数約 56000 点のうち、約 4900 点（8.7 パーセント）が翻訳書である。 
 また従来は文学の翻訳といえば、外国語から日本語への翻訳の比重が圧倒的に高か

ったが、最近では現代の日本文学が外国語に訳されることも増えてきており、ノーベ

ル文学賞を受賞した大江健三郎や、世界 40 数ヶ国語に訳され人気の高い村上春樹など

は、現代の世界文学の中にすでに確固とした地位を占めているといってもいい。 
 かつてゲーテは、諸民族の国民文学の間を媒介し、諸民族の精神的所産を交換でき

るような「一つの普遍的な文学」としての「世界文学」Weltliteratur の到来が近いと

力説したが、現代の世界では実際に私たちは、このように翻訳を通じて「世界文学」

について語ることができるし、また日本文学も世界から孤立した特別なものではなく、

世界文学の一部として考えることができる。 
 私たちは世界とつながるために、みずからもっと外国語を積極的に学ぶ必要がある

が、その一方で、翻訳こそが現代世界の文学のネットワークを作る本質的なものであ

ることを認識し、翻訳を通じて開かれる豊かな可能性と、同時にそれがはらむ危険や

問題（翻訳される書物や言語の偏り、世界的な書籍市場におけるコマーシャリズムの

弊害、翻訳書の質など）について、もっと意識的になる必要があるだろう。 
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